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日本共産党他会派結果

消費税増税の中止を求める

福祉・保育職員の処遇改善と
人材確保 金沢保守との共同提出

日本共産党が提出した意見書 日本共産党他会派市民から提出された請願・陳情

ＴＰＰ交渉の
内容開示等を求める

ブラック企業規制法の
制定を求める

小・中学校の学校給食費の
引上げを見送ることを求める

秘密保護法の
廃止・撤廃を求める

米の需給と価格に責任を持つ
米政策の確立を求める

農民運動
石川県連合会

石川憲法会議
他6団体

日本民主青年同盟
石川県委員会
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新日本婦人の会
金沢支部
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他会派が提出した意見書 日本共産党

市非常勤職員の報酬等に関する
　　　条例の一部改正条例

適正な教科書採択のための
公正な教科書検定を求める
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みよみよ通信
広田みよ金沢市議会議員

　いつもありがとうございます！ 
　消費税増税や各種負担増が押し寄せる今年度。金沢
市でも消費税増税により、給食費や使用料など34件の
値上げ。社会保障の充実にまわすと言いながら、医療や
介護は、むしろ減らされています。
　共産党市議団では、26年度予算に対し、消費税増税
分を転嫁しないよう求め、「大企業中心の大型開発・新
幹線頼みではなく、地元商店・企業への支援、市民のくら

し・社会保障充実を！」と訴えました。今後も、よりいっ

そう、みなさまのご意見・ご要望を市議会へ届けます。

生活相談やご意見、お寄せください！
日本共産党 金沢市議員団

TEL.076-220-2407  FAX.076-260-6588 
〒920-8577  金沢市広坂1-1-1

E-mail：jcp.2kccd@m3.spacelan.ne.jp twitter と facebook も 見てね！

しています！発信
でリアルタイムに

インターネットのブログ

広田みよの
みよみよ日記

市民の願いに背を向ける、こんな議会でいいの！？

いつでもご相談ください！
暮らしの中で困ったこと

たとえば
こんなこと…

生活が苦しくて
困っている

仕事や学校で
不安や疑問がある

子育てで
悩みや不安がある

医療保険証が
なくて困っている

家族・友人
のことで
心配がある

病院に行きたいが
病院代が払えない

兼六園下で議会報告

3月議会・議員提案への各会派対応

議員が委員会に
出席する際の

費用弁償（日当支給）は
廃止すべき！

「愛国心」の名で
侵略戦争美化を押付ける

 教科書検定の
改悪はおかしい！

×＝反対＝賛成

消費税増税 ＋ 社会保障一体改悪 で

日本経済どうなるの？
ムダづかいを続けながらの大増税
社会保障のためという建前もどこへやら、政党助成金と消費税増税を
財源に大型公共事業・原発推進・軍備増強と際限のないムダづかい

生存権を奪う、社会保障切捨て
大増税とセットで、高齢者には医療・介護・年金の負担増、若者には年
金支給開始先のばしや保育民営化など、現在・将来への不安が増大

消費税増税で、さらに雇用悪化
中小企業などは、コスト削減などのため派遣や非正規に置きかえるこ
とになり、派遣期限撤廃と併せて雇用状況悪化は必至

金沢市では、消費税増税で
水道・下水道・ガス料金
5億8,000万円の市民負担増
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さらに
増税？！

子ども医療費助成の改善
●所得制限案をストップ
●通院も中学校卒業までに（10月から）

高齢者施策の廃止を見送り 給食費の値上げ幅を縮小

5歳児保育の充実
子ども25人に保育士1人に改善

市として対策がはかられることに

●福祉作業センター
 （ことぶき作業所）
●長寿祝い金・祝い品贈呈
●高齢者パソコン教室

みなさんといっしょに取り組んできたことが

今年度予算で実現しました！

非正規から正規雇用を促進 臨時雇用で実現
正職員への転換を求めていく

当初の中学校500円の値上げ幅を
300円にとどめ、小・中学校とも300円に

図書館司書の雇用を5年延長

戦争する国
づくりへ暴

走

集団的自衛権 解釈改憲
武器輸出3原則 放棄

与党内からも
批判続出！

他国から攻撃を受けていなくても、同盟国アメリカが
攻撃された場合の武力行使を可能にする「集団的自
衛権」の行使容認を、自らの憲法解釈の変更で認め
るという安倍首相の露骨な姿勢は、国内外はもとよ
り当の自民党内からも批判を浴びています。国家権
力を縛るという憲法の原則を否定し、国会審議もな
しに憲法解釈が自由に変更できるなら、国会も憲法
も必要ないことになり、まさに国民主権を踏みにじる
ものです。また、日本が平和国家の「国是」
として掲げてきた武器輸出禁止政
策の放棄という暴走と併せて、
断じて許すことはできません！
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